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　英語の 書き物 が 残
．
っ て い る 700 年頃か ら現代に至 る

まで、い つ の 時代で も新色名が創造され て きた。色彩に

は 、 人間が現実生活を送る Eで 必要な情報が内包され て

お り、 色名に は そ れぞれ の 時代の 人々 の 生活 、 社会 、 文

化が反映 して い る．本稿は、20 世紀前半の 新色名の 表

現特性．と、そ の 文化を考察す る こ とを 鬥標に して い る。

　実際の 色を人間が概念化 した名前は色名 と呼ばれ、色

名も含め、色を言語化 した表現は色彩表現と呼ばれて い

る／）本稿 の 基本資料 として、Maerz 　andPaUl （1930 ， 2nd

ed ．1950）Ath
’
Cnbnaryaf（biorと OED （2nd　ed ）を用

い た。以下に お け る大文字 の 色名は、慣用色名を示す。

2．1901−30 年の 新色名の 表現特性

　2a）織物産業で用 い られてい る色名 ：

　飲み物に 由来する 色名 ：1892年が初出の ahsinthe は

ニ ガ ヨ モ ギ か ら作られ、幼 曲 訪 θ 鮮 盟 は緑 を帯び た

キ ．一 一一ル 酒
’
に 由来す る が、20 世紀 に は absintheJeUow

（1926；アブサ ン 酒イエ ロ ー）とい う顔料が生まれてい る。

　食べ 物に 由来す る色名 ：a 毋 伽 ヨ （1924； 〔ギ リシ ャ

神話で、不老不死 の 〕神々 の 食べ 物の 色、淡紅色）

　植物 に 由来 す る色名 ；acorn （1902； どん ぐり色），

掘 （1918 ； 〔1845 年初山 σ）語で 、近東凩 量の マ メ科

の牧楜 ム ラサキウマ ゴ ヤ シ色），ALidOM ）（1920； 〔西

ア ジ ア 原産 の 落葉高本 〕 ア ー
モ ン ド、薄い 黄褐 色），

紐 η御 弥 （1918 ； ア マ リ リス 色），
anb

’
pae 油 訪 恵∂

（1928； くすんだ フ クシ ア色 〔赤紫色｝），　arhutUs （1920；

〔常繍底木の 〕イ ワツ ツ ジ＠ ，
　alro ”wo αd（1928；〔1709

年 の 初川 ；枝を使 っ て 矢を作る低木〕灰色が か っ た黄 

　動物に由来する色名 ：翻 θ （1924 ； 〔英国産の 大型

犬｝エ ア デール テ リア色），a ロ〜吻 θ （19161 ； 〔卞に ア フ

リカ産 の ウシ 科 の 哺乳類〕 ア ン テ ロ
ープ色），妙 嫐 加

（1924； 〔北米産の タチ ハ チ ョ ウ科の 昆虫〕 ヒ ョ ウモ ン チ

ョ ウ  ，aigeb
’
（1925；〔中央ア ジ ア 産の 野生 の 羊〕 ア ル

ガ リ 〔モ ン ゴ ル 語 「雌 の オオ ツ ノ羊」 の 意より〕）

　自然現象に由来する色名 ：漁 軸 w （1921；夕焼け色）

　地名に由来する色名 ：Aden （1925 ； 〔イエ メ ン 南西部

の 港市〕アデン 色、や や灰味の 青），4血 肋 b（1920；ア ド

リア海 ；原義 「黒い 町 亅），dian （1927；ア フ ガニ ス タ

ン），鋤 砠 1 田 （1928），曲   （1918 ； ア フ リカ（先住

民族）色），
瀚 吻 hzOI硼 （1927），

！猛 α  V （1927 ；〔ア

フ リカ北西部の 共和国 ；1962 年に フ ラン ス か ら独立〕

ア ル ジェ リア、ク リーム色），崢 幅砌 面 （1925），∠吻瘟 θ

（1919 ；ア ル プ ス 山脈色），Aipine　9ieen（1925），　Andoma
（1927； 〔地名〕ア ン ドラ、褐色系の 色），

　Annapaiis（1918 ；

〔米国港市〕 ア ナ ポ リス 、青色系），曲 伽 磁 （1928 ；

〔酸化第二鉄の赤色顔料、濃い reddiSli 　brown〕ア ラ ビ

ア ン レ ッ ド），i4ragvn （1927； 〔ス ペ イ ン 北東部の 地方〕

ア ラ ゴン 、褐色系），1伽 醒砌 嬋 （1928 ； 〔魁想的田園

を表す古代 ギ リシ ャ の Peloponnesus 半島の 高原に因

む〕ア ル カ デ ィ ア風 の 牧歌的緑1，．4igtコ［itina （1927；ア ル

ゼ ン チ ン 、暗い褐色系），AttZona（1917； 〔米国南西部の

州］ ア リゾナ、黄色を帯びたベ ージ ュ 色）

　川 の 名に 由来する色名 ：AniaZtm（1924； 〔世界最大 の

流域をもつ 南米の 人河〕ア マ ゾン 、緑色系），孟 皿 o 痂 θ

（1928； 〔イ タ リア 中部の 川〕ア ル ノー川の 青、青緑系）

　人名、種族名に由来す る色名 ：Akbar（1922；〔イ ン ド

の ム ガー
ル 帝国第 3 代皇帝〕ア ク バ ル 、肌 の 赤色），

卸 四 （畑 （1921 ； 〔北米先住民の 種族〕ア ル ゴ ン キ ン族

色）
，ゆ 3功 θ （1922； 〔北米先住民の 種族〕ア パ ッ チ族色1

　宮殿、城、修道院、要塞、砦に由来する色名 ：abbey

（1921；大修道院、薄い赤紫系の 色），AZamo（1922；〔フラ

ン シ ス コ 派修道会の 伝道所 ；1836 年 に メ キシ コ 軍 に包

囲され た〕ア ラモ 、褐色系の 色）Acazar（1923 ； 〔ス ペ

イ ン の SeVilleにあるム ーア人の 土宮〕ア ル カサール 宮

殿〉，Athambra （1923；〔ス ペ イ ン の Granada 市に あるム

ーア 人の 古城〕ア ル ハ ン ブラ宮殿、緑色系の 色1

　 レ ン ガ、泥 に 出 来す る色 名 ：adt コhe（1922 ； 〔口干 し レ

ンガ、川に堆積した黄色の沈泥ユア ドービ 色）

　金属元素や鉱物に 由来す る 色名 ：謡 吻
’
tUll （1916；

ア ル ミニ ウム色），antique 　goid （1924 ； くすん だ金色1，
alltiqllθ 1吻 （1926），　AeUAGae 跡 ゾ（1927；薄し、糸最青

二

色 の 緑柱 石 を表す aquanlambe は 1598 年の 初出）

　空 、 大気に由来する色名 ： aelv （1920 ；空中、航劉 幾
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薄青色），ab ’　fOite　blue（1918 ； 〔1917 年 が 初出の 〕英国

空軍の ブル
ー），紐 遡 7 （1928；航空路、空の 青色）

　歴 史、装飼様 式 に 関連す る 語 に 山 来す る色4i　：　ammna

（1923 ；〔占代 エ ジ プ ト史で 1375−60年］ア マ ル ナ 時代色、

暗い 緑色），Arabesque （1925； ア ラベ ス ク、〔動植物や幾

何学的図形を連続 させたユア ラビ ア風装飾様式、黄赤色）

　服装用語 に 由来す る色名 ： aswt 　tan （1926 ； 〔1908 年

に英国で Asoot　tieと呼ばれるス カー
フ 状の 幅広の ネク

タ イ が流行 した こ とか ら〕 ア ス コ ッ トタイ の 黄褐 色）

　抽象的な語 （楠象名詞）に 由来す る色名 ：maMCAN

BEA ［ノ7γ（1915 ； ア メ リカ の 美、深紅色の ル ど一色）

　　
・
種 の こ とば遊び を利用 した色名 ： 「お 守り、 魔よけ」

の 宝盲類を表す al711ifet（1923諸剥 三石 の 冴えた濃い 緑），
「救急車 」 の 意の ambtLlance （1918； ロ

ーズ 0）茶色），
「弓の よ うな飛 び道具」 を表す mttUely （1918；鮮紅ω

　共感覚表現の 色名 ；紐 ぬ c （1920 ；北極【極寒】  とい う

色名が成立 した後に、餌 廊 伽 θ （1926 ；凍え るよ うな

青）とい う「触角 十視覚」の 共感覚表現の 色名 も存在する。

　2b）芸術家や 塗装 r二が 用 い る顔料や塗料 の 名前 ；紐

畆肥 像｛料の aZtutite　blue〔ア ズ ラ イ トブル ー〕の 意；

1924；青緑色）〔ab ・blueを Maerz 　and 　PaUl は 1924 年

の 初出として い る が、OED は 1890年と考えて い る、〕

　2c）ア メ リカ の （あ らか じめ材料を調合 した）ペ イ ン

ト名 ： anit
’
que　brass（1913 ； くす ん だ 真 鍮 色），

Aimenian 　red （1902 ； 〔ア ジ ア 西部σ）古代国家、現 在 の

トル コ とイ ラ ン に国境を接す る〕アル メ ニ ア の 赤）

　 2d）イ ギ リス の （あ らか じめ材料を調合 した）ベ イ ン

ト名 ：ASi
’
atic　hmaze （1902；ア ジア の ブ ロ ン ド［青銅1色）

　2e） Ridgway’s　 calOi・5加 血 曲 and 　 cal…
IVomen （Vature；　 Acken7zann3gTeen（1912；Rudolph

Acke  ann 〔1764 −1834 ドイツ 生まれ の 出版者
’
］ア ッ

カ
ー

マ ン の グリーン），∂  抛 融 ‘（1905； 〔植物の 〕ト

リカ ブ トの ス ミ レ ［青紫絶），解 畑 衄 η 励 ‘（1912 ； 〔キ

ク 科植物ユカ ッ コ ウア ザ ミの ス ミ レ 【青紫］色），anlaranth

pink （1905； 〔1690 年 の 初出の 観葉植 物 、
ア マ ラン ス 、

暗い 赤紫色〕ア マ ラ ン ス の ピ ン ク），ainaianth 　pttmle

（1912），加 面 曜 鮮 皿 （1912 ； 〔米国 MassaChusetts
州北東部の 都市〕 ア ン ド

ー一
ヴァ

ー
の グ リー

ン ），antique

brovm （1912；くす ん だ褐色），鰤 血 p即 必 （1912； 〔編

み物で ダイヤ形色模様〕アーガイル の 紫色，   y 伽 p叨

（1912 ；陸軍の 褐色），aite 皿 虚 毳脚 （1912； 〔キク科ヨ

モ ギ属の 植物〕ヨ モ ギの グリーン ）〔複合色彩語 が多い 、〕

　2f） ObemhUr 　and 　Dauthenay
’
s　ROpematre　de

CoUlelus（1905）：ageratum 　bluθ （flassfiower；1905；

　〔青か白の 花をつ けるキ ク科埴物〕カ ッ コ ウア ザ ミ青）

　 291 そ の 他 ：th
’
o θ 伽 θ （1902 ；〔ア メ リカ の 大統領 Th．

Roosevdt び）娘、　 Alice　Rooseveltの 名前 に 由来す る 色

名 ；OED で は 1921 年の 初出と考え られ て い る1 薄い

灰色を帯びた青色、淡青色），油 ηθロ伽 岬 辺 （1905），

∂皿 血ψ1θ ied （1905），由 a 加 泌 7　br フm （1902），　aM ヒclioke

bopeen （1905 ； 〔キク科 の 多年草〕アー一テ ィチ ョ
ーク の 緑）

3．　1931 −50 年の 新色名の 表現零甘生

　3a）織物 産 業 で 用 い ら れ て い る色 名 ：Ambethte

（1937 ； 〔米国 o）Rohm ＆ Ilaas社製の イオン 交換樹脂の

商標〕 ア ン バ ーラ イ ト、淡褐 色），型 ρ距 面 （1933； リン

ゴ の 赤），澀     （1936 ； 〔ツ ツ ジ科 の 常緑低

木〕 イ ワ ツ ツ ジの ピ
．
ン ク色），BLLIZIr　ELOwER （1941 ；

青’ピ色），BLLIIi
’SPU ］｛rUCE （1923 ；　Cijヒ米西剖≦産（7） トゥ

ヒ、観賞用、葉は 彦緑色〕 プ ン ゲ ン ス ト
ー

ヒ、1怫孫 ）

　3b）家や 庭に関連する色名 ：∂伽 伽 （1943； 〔1922
年初出 の ∂｛励 θ か ら派 生 〕ア ド

ー
ビ 色の 淡褐色 レ，Ac￥gean

mist （1945 ；エ
ー

ゲ海の 霧の 色），肋 跏 岬 砌 （1942），
．4zr・as 跏 橄 ロ （1945 ； 「フ ラ ン ス 北部 の 都市 ；14−15 ［IY二

紀 の 美 しい 絵模様の 入 っ た つ づ れ織 の 牛彪 で 知 られ る〕

ア ラス 織 の 深紅色1，、Atheaian　smoke （1945； 〔古代ギ 1丿

シ ャ 文 明の 中心地〕 ア テ ネの 煙 の ような色、青み［茶色】

が か ！
）た灰色），atmasphellb 　blue（1947 ； 大気 a）青ω ，

AugLagtapeaah（1941 ；〔＊
’1　f．1の i也名1オーガ ス タの 桃色）

　3c）その 他 ：Ae ［tA（1941；水色、淡い 緑 tt色 1

4．おわ りに

　時代とともに新しい 色名が生 まれ、色名の 意味の 分化
が 生 じて い る。豊か な 季節感 が反映 して い る和名の 色名

に 対 して、20 世紀前 半の 英語の新色名に は、色名 が 生

まれる源 の 語彙の 多様性、色名の 表現 止の 意外性 と費か

な精神性に 特徴が あ る。砌   πθ 血盈 画3 （1928 ； くす ん

だ暗い フ ク シ ア 色）の 仁 うに、複合色彩語の 第
…
要素 に

「宀
．
風 な．i の 意 の antique を用 い た色名が 20111：紀初め

に多く見られる。 伝統 の あ る都市や特色の ある国の 名前

に 由来する語を、複合語の 第 要 素 に持 っ 色名 も多い ，

そ して、ル ビー
の 深紅色 に近い 色を表す 「ア メ リカ の 美 1

とい う意の A 懈   V ．8毘 4m （1915）ぺ」、絵画的な

美 し さを内包す る 「エ ーゲ海の 霧 の 色」 とい う意の

A 解 澀 曲 ’（1945）、共感覚表現 の 「凍え る よ うなブル

ー1 の 意の aivblr 　blue（1926）も用い られ て い る。20 世

紀前
’
トの 色名の 特徴は、表現 上二の 意外な結び つ きや、想

像力を必要とす る 心 理的意味の 豊か さに特徴がある 。
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